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日本霊長類学会高島賞の選考について 
2022 年度日本霊長類学会高島賞選考結果報告 

 

本年度の高島賞に対する 3 名の応募を受け、高島賞選考委員会の選考委員 6 名によって審議を行った。

新型コロナウイルス感染防止のため、西村庶務担当理事の陪席のもと、オンライン会議形式で選考委員

会を開催した。選考委員会では、応募者の対象となる業績およびこれまでの研究活動全般について、学

会の規定、従来の基準等に照らし合わせて慎重に審議した。その結果、豊田有氏と松本卓也氏（五十音

順）の業績とその内容が高島賞の選考基準に達しており、受賞にふさわしいと判断し、選考委員全員一

致で推薦することを決定した。 

 

【豊田有氏の推薦理由】 

豊田有氏は、タイ王国に生息するベニガオザル個体群の長期調査地の設立を主導し、そこから得られた

膨大な社会生態学的データに基づき、今日まで斬新な研究成果をあげてきた。なかでも、交尾時の音声

および表情のリズム、DNA 解析による二卵性双生児の確認といった同種の多様な繁殖行動に関する緻

密な分析や、オス間の連合形成についての分析は、ベニガオザルをマカク属の多様性のなかに新たに位

置づけ直すとともに、ヒトの進化についての議論に示唆を与える意義深いものである。 

 著作 6 は、ベニガオザルの交尾行動の際にオスが見せる Teeth chattering という表情のリズムが 5Hz

に収束することを見出し、それがカニクイザルで見られる Lip smacking と同様のメカニズムによって

生じる動作であると論じている。歩行や咀嚼などのリズミカルな動作を行う際に、固有の周波数でリズ

ム動作を繰り返すための神経基盤が存在することが知られているが、本研究は、口唇運動を固有のリズ

ムで司る神経基盤を示唆する行動をベニガオザルに発見し、それがマカク属内で Lip smacking や Teeth 

chattering に転用され、ヒトでは発話に進化するという壮大な系統的見取り図を示し、ヒトの言語発話

の起源に迫る画期的な研究であると評価できる。 

 著作 1 では、ベニガオザルがマカク属では珍しくオスが交尾音声を発することに着目した。フォルマ

ント値を分析する音響解析を実施した結果、ベニガオザルオスの交尾音声は、身体的属性を伝えるシグ

ナルではなく、社会的順位依存的に発生の有無が決まっていることを実証し、これをオスの権力誇示行

動の一つであると結論づけた。寛容型社会を形成し、社会的順位関係が曖昧なベニガオザルにおいて、

オス同士が音声を用いて他者を牽制する戦略を用いていることが示唆されている。 

 また、著作 2 および 5 は、遺伝子解析分野での成果である。これまで一般的であった糞便からの DNA

収集では高精度の遺伝子分析が困難であったため、口腔内細胞という高質な DNA 資源を非侵襲的に収

集する「ロープ法」を独自に開発し論文にしたことは重要な貢献であるといえる。また、同手法により

収集することに成功したベニガオザル 213 個体の遺伝子試料を用い、同種では極めて珍しい双子の出産

事例において父子判定を実施したところ、二卵性双生児であることが遺伝的に証明された。この発見は、

排卵期に複数のオスと交尾するベニガオザルメスの配偶者選択の一端を明らかにした点で高く評価で

きる。 

 国際的学術誌に掲載されたこれら一連の論文により、豊田氏は、1950 年代のニホンザル社会の研究

に始まるマカク属の社会生態学的研究の歴史的蓄積に新たな発想と手法で切り込み、同属の社会・行動

の多様性を魅力的に再提示することに成功した。また、同氏が確立したタイ王国南部の大規模なベニガ

オザル長期調査地からは、今後多くの研究成果が生まれることが確実視されており、この点においても
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霊長類学への同氏の貢献は多大である。 
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【松本卓也氏の推薦理由】 

松本卓也氏は、すでに 50 年以上に及ぶ野生チンパンジーの研究蓄積があるタンザニア・マハレ山塊国

立公園において、個体追跡による行動観察という古典的手法により、主として幼年個体の発達に関する

興味深い研究成果を公表してきた。 

 著作 5 では、マハレの野生チンパンジーの子どもの採食内容を具体的に記録することにより、チンパ

ンジー母子における子どもの栄養学的独立の時期が 3 歳過ぎであることを、複数の指標において確認し

た。この結果は、これまで乳首接触の終了や次子妊娠といった母親側の行動からみた変化から 5 歳頃と

されていた離乳時期の通説に挑戦するものであり、いっぽうで第一大臼歯の萌出年齢という形態学的指
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標から示唆されてきた 3 歳頃という異説と一致するものであった。個体追跡による行動観察という古典

的手法をあえて用いることで、これまで等閑視されてきた「子どもからの視点」を獲得することができ

たともいえ、独創性のあり方に一石を投じたと評価できる。 

 著作 3 は、マハレの子どもチンパンジーの採食内容が、母親と一緒のときとそうでないときで異なる

ことを明らかにしている。母親と一緒にいないとき、子どもチンパンジーは環境中に多くあり、季節性

の少ない食物をよく摂食しており、いわば「間食」のような形で主体的な採食行動を行っていることが

分かった。現代の狩猟採集民の子どもたちにおいても同様の採食行動パターンが観察されており、ヒト

の食行動の進化に興味深い示唆を与える研究となっている。 

 また、松本氏は 2011 年にマハレの群れで生まれたダウン症様の重度の身体障害児という野生下では

極めて希少な事例を丹念に追いかけ、著作 10 ほかでたいへん貴重な報告を行ってきた。この障害児は

2 年間生存したが、それを支えた要因として母親による保護的な育児行動や、姉個体による世話の重要

性を指摘した。一事例の報告ではあるが、ヒトの進化における共同保育の重要性について多くの示唆を

与えた点で高く評価できる。 

 松本氏によるこれら一連の論文は、国際的学術誌に報告され、高い関心を集めている。氏の論文の特

徴として、すでに膨大な研究のあるチンパンジー研究のなかでの議論に留まることなく、常にヒトの進

化や初期人類の行動生態に関する議論を念頭に置き、分野を超えた学術的展開を志向している点にある。

新手法による独自性の確保がもてはやされる昨今、古典的な手法のみで独創的な研究を成し遂げた松本

氏の力量は高く評価されるべきであり、今後いっそうの発展を大いに期待させるものである。 
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